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◆ 研究概要 

①組織マイクロアレイ技術を応用した分子病理学的なトランスレーショナル研究 
1) 組織アレイ（Tissue Micro Array; TMA）は，多数の組織片が一枚のスライドガラス上にアレイ化されている標本を言

う．TMA は，ティシューバンクとしても頻用される他，DNA array や proteome 解析の検証，および基礎研究データと臨

床情報の接合や，機能を検討するのに優れた技術である．マルチパラメーター，マルチプレックス，ハイスループット解

析を可能とするツールである． 
附属病院病理部では，1500 core 程度までの検体を保有する種々の TMA を作製し，各種疾患における蛋白発現データベ

ースを構築し，個別化医療へと応用するプロジェクトを進めている．がんを始め，各種難治性疾患の分子発現データの集

積を更に進め，予後，治療効果予測を可能とする因子群を疾患ごとに同定し，個別化医療への応用を目指している． 
2) TMA は組織標本のごく一部を使用するのみであり，全体像を反映していないのではないかとの議論があり，また非

腫瘍性病変，特に炎症性疾患に関しては，本技術を応用することは困難であった．これに対し，福岡は，ロール状にした

組織薄片から TMA を作製する全く新しいコンセプト，スパイラル組織マイクロアレイ（Spiral Tissue Micro Array; STMA）

を提唱した．このシステムの開発は，新たなハイスループット研究の使途を大きく広げる可能性を秘めており，今後多く

のデータを検証していく必要がある．当該講座では，STMA を使用した際と通常の TMA の比較検討，STMA を使用して

抽出したデータの信頼性につき検証を行い，臨床や研究に使用できるフォーマットを作成する． 
 
②びまん性肺疾患の臨床病理学的研究 
1) 特発性間質性肺炎，特に特発性肺線維症は致死的な疾患で，その予後は肺癌を下回るほど悪い．また間質性肺炎は

比較的高頻度に肺癌患者の背景肺に存在し，治療方針を考える上で決定的な因子となりうる．福岡は，厚生労働省のびま

ん性肺疾患研究班の研究協力員であり，そのプロジェクトとして，びまん性肺疾患の病理診断の標準化をテーマとしてい

る．びまん性肺疾患は，2002 年にトラビスらによって交通整理されるまで，世界的な共通分類が存在しないままであっ

た．2002 年に ATS/ERS コンセンサス分類が発表され，ようやく世界的に浸透してきたが，今日その病理診断において一

致度の低さが大きな問題となっている．分子標的治療も今後多用されると予想される分野で診断に一致が見られないこと

は大きな陰性因子である．これを解決すべく，国際的肺病理エキスパートと，本邦の呼吸器病理医，一般外科病理医の間

における診断の一致，不一致を明瞭にし，これらを改善する診断補助ソフトウェアの開発を行う． 
2) 特発性肺線維症の症例を用いて，次期分子標的治療の候補となる分子の発現を組織アレイを用いて検討する．これ

には，上述の STMA（スパイラル組織アレイ）を基本的な技術として使用し，免疫染色，In situ hybridization をまじえて

検討を行う． 
 
③病理医，細胞診専門医，細胞検査士の育成・研修システムの構築（病理部との共同） 
全国的に病理医の大幅な減少が確認されており，病理専門医の平均年齢は，毎年 0.9 歳ずつ上昇を示しているという事

実がある．対人口比で比較すると，米国の 0.23 倍と，極めて不足していることが明瞭である．病理医不足の原因の一つ

として，病理医の魅力的な研修システムが構築されていない，もしくは少ないことが挙げられる．病理医を養成しないと，

今後の病理診断に支障が出ることは明白であるが，日本病理学会を始め，具体的な改善策がなされないまま，現状に至っ

ている．当該講座では，富山大学病理部との共同で，欧米型の並列ラボの実現を目指す．各臓器のエキスパートを育成し，

並列のコンサルタント（教官）として，研修医，後期研修医，若手病理医，若手臨床医の指導にあたる．これにより研修

医・後期研修医および若手医師が，高いレベルの研修を受けることのできるシステムを構築する．病理診断は，全身臓器

にわたる多岐にわたった尚且つ最新の知識を必要とし，同一施設において全てを網羅して学ぶことは極めて困難である．

実際，大学附属病院の病理部門における専任病理医は欧米では 5 名～20 名となっている．この為，専門分野を分担する

ことで全身の病理診断をカバーすることが可能となっている．本邦でそのような人員の充足やシステムを欲することは事

実上困難である．全国国立大学附属病院病理部における専任病理教官の平均人数は 2 名～3 名程度であり，本学のように

1 名である施設も存在する．このため，寄附講座設置により，病理部の職務環境を改善し，教官や研修医・後期研修医が



等しく研修に一定期間を割くことのできるシステムを構築する． 
具体的には，複数の国際的な医療センターや大学と共同にて交換研修システムの構築を目指す． 
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講演） 
38)  福岡順也：組織アレイの研究の現状と今後の展開．鳥取大学染色体研究センターセミナー，2009, 11, 10, 鳥取．（招

待講演） 
39)  福岡順也：びまん性肺疾患における病理診断の一致と不一致．第 18 回香川びまん性肺疾患研究会，2009, 11, 14, 香

川．（招待講演） 
40)  福岡順也：化学療法における病理医の役割‐肺癌の組織型と間質性肺炎について‐．新潟非小細胞肺癌学術講演会，

2009, 11, 27, 新潟．（招待講演） 


